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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

モモ胴枯細菌病（急性枯死症）は、２～５年生の若木の幹から赤褐色の樹液を大量に噴出した
後、急速に落葉して枯死する症状で、収穫後の 9 月頃から見られ、排水性の悪い園地で多発する
傾向がある。福島県伊達市の多発園地において、暗渠（図１）及び簡易暗渠（図２）設置による
排水対策を実施したところ、土壌の深さ 40cm 前後の気相率が増加し、本病の発生を軽減できた。 

（１） 暗渠を設置した園地では、気相率が未設置区よりも高く推移する傾向が認められた（図３）。 
（２） 試験園では、暗渠設置前に認められた枯死樹の発生が設置以降、発生が軽減されており、

同一園主が管理する隣接の暗渠未設置園では枯死樹が発生する状況が続いた（表１）。 
 
２ 期待される効果 

（１） モモ胴枯細菌病（急性枯死症）の発生を軽減することで、モモの安定生産につながる。 
 

３ 適用範囲 

（１） 県内のモモ生産者 
 

４ 普及上の留意点 

（１） 土壌条件等により暗渠設置が困難な場合、農林事務所と相談の上、簡易暗渠等の排水対策を
講じる。 

（２） 簡易暗渠では、コルゲート管を排水溝に併設することで、もみ殻の沈圧等の影響を軽減でき
る。 
 
  



   
Ⅱ 具体的データ等     
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図３ 暗渠設置園の気相率の推移 
    （試験園2：2024年 7月 1日～10月24日） 
 

表１ 暗渠設置と胴枯細菌病の発生状況 
 （2020 年～2024 年） 
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図１ 暗渠（排水管の埋設有）の施工例 図２ 簡易暗渠の施工例 

枯死樹発生本数
調査園 暗渠 全樹数      施工前    施工後3)

2020 2021 2022 2023 2024

有 44 2 12 0 0  14)

無 41 3 2 0 0  14)

 隣接園11) 無 20 － － 2 2  24)

有 16 9 0 0 0  04)

無 9 2 0 0 0  04)

 隣接園22) 無 20 － － 0 1  24)

注1)　試験園1の隣接園（管理は試験園1と同一園主）

注2)　試験園2の隣接園（管理は試験園2と同一園主）

注3)　試験園1の暗渠設置は2022年3月、試験園2の暗渠設置は2021年3月

注4)　暗渠から最も離れた樹が枯死

注5)　表中の｢－｣：未調査

注6)　2024年時点でいずれの区も樹齢６年生以前の若木を調査

注7)　　　 ：網掛け部分は施工後の調査結果を示す

 試験園1

 試験園2


